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3．  人 生 の 節 目  

 

タオルの知識も経験もない状態で、小 さなタオル工場を継承  

 

 怒 涛 の 大 学 生 活 を 終 え 、帰 今 し た 白 石 裕 二 氏 は 、「 人 に 雇 わ れ る よ

り は 自 分 で 何 か し た い 」 と い う 漠 然 と し た 思 い が あ り 、 越 智 郡 朝 倉

村 （ 現 在 は 今 治 市 ） に あ っ た 個 人 事 業 の 越 智 タ オ ル 工 場 を 継 承 す る

こ と に な っ た 。 こ の 工 場 は 、 父 親 の 一 番 下 の 妹 の 安 子 氏 の 夫 ・ 越 智

五 郎 氏 が 1 9 7 3 年 に 設 立 し た 小 さ な タ オ ル 工 場 で あ る 。1 9 7 8 年 4

月 、 一 家 の 大 黒 柱 で あ っ た 五 郎 氏 が 急 逝 し 幼 い 子 供 を 抱 え て 路 頭 に

迷 い か け た 叔 母 の 安 子 氏 の た め に 、 白 石 氏 が 五 郎 氏 の 代 わ り に 実 質

の 経 営 者 と な り（ 代 表 は 安 子 氏 ）、タ オ ル 工 場 を 引 き 継 い だ と い う わ

け で あ る 。  

  表 1 は 19 54 年 か ら 199 5 年 ま で の 今 治 タ オ ル の 企 業 数 の 推 移

で あ り 、そ れ を グ ラ フ に し た も の が 図 1 で あ る 。越 智 タ オ ル 工 場 が

設 立 さ れ た 1 9 73 年 は 、 表 1 と 図 1 で 見 る よ う に 、 前 年 の 1 9 7 2

年 の 32 8 社 か ら 急 増 し 、法 人 と 個 人 事 業 を 合 わ せ て 50 1 社 を 数 え 、

今 治 タ オ ル の 歴 史 に お い て 上 位 を 争 う ほ ど 企 業 数 の 多 か っ た 時 期 で

あ る 。 白 石 氏 が 同 工 場 を 引 き 継 い だ 1 9 7 8 年 に お い て も 4 8 8 社 の

タ オ ル 工 場 が あ り 、こ の 頃 は 自 動 織 機 が 主 流 で あ る が 、生 産 量 を 年 々

伸 ば し て い っ た 。  

越 智 タ オ ル 工 場 は 、 ド ビ ー 機 4 台 、 ジ ャ カ ー ド 機 4 台 の 計 8 台

の 村 秀 式 自 動 織 機 と 豊 田 織 機 を 備 え て お り 、 お も に バ ス タ オ ル や タ

オ ル ケ ッ ト な ど 大 判 の 白 地 タ オ ル を 生 産 し て い た 。 設 立 間 も な い 頃

は 、 白 石 氏 の 父 親 の 初 夫 氏 が 勤 め て い た 中 忠 （ 株 ） か ら 原 料 と な る

綿 糸 を 譲 り 受 け て 賃 織 り し て い た が 、 白 石 氏 が 継 承 し て 1 0 年 ほ ど

経 っ た 頃 か ら 自 社 で 綿 糸 の 購 入 を お こ な う よ う に な り 、 独 立 し た タ

オ ル 工 場 と な っ た 。 当 時 の お も な 取 引 先 は 、 賃 織 り 時 代 か ら 付 き 合

い の あ る 中 忠 、一 広（ 株 ）、在 間
ざ い ま

産 業（ 株 ）（ 20 03 年 廃 業 ）、三 宝 産

業 （ 株 ）（ 1 9 9 0 年 ミ タ カ ラ （ 株 ） に 改 称 し 1 9 9 6 年 廃 業 ） な ど で
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あ り 、 そ の 下 請 け と し て タ オ ル 製 品 を 生 産 し た 。  

表 1   1 9 5 4 年 か ら 1 9 9 5 年 に お け る 今 治 タ オ ル の 企 業 数 （ 社 ）  

 

 

図 1  1 9 5 4 年 か ら 1 9 9 5 年 に お け る 今 治 タ オ ル の 企 業 数 （ 社 ）  

 

出 典 ： 今 治 タ オ ル 工 業 組 合「 企 業 数 、織 機 台 数 、革 新 織 機 台 数 、従 業 員 数 、綿 糸 引 渡 数 量 、

生 産 量 、 輸 出 ・ 輸 入 数 量 の 推 移 」 よ り 作 成 。  
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 勉 強 は よ く で き た が 社 会 人 経 験 の な い 白 石 氏 が 、 父 親 の 薦 め と は

い え 、 タ オ ル と は 一 切 関 わ り の な い 人 生 を 今 ま で 送 っ て き た た め 、

い ざ タ オ ル 工 場 を 引 き 継 い だ も の の 、 白 石 氏 自 身 が 路 頭 に 迷 う の で

は な い か と い う 状 態 に あ っ た 。 機 織 り 、 管 巻 き を 担 当 す る 女 性 従 業

員 3 名 、そ し て 帳 簿 付 け や 綿 糸 調 達 な ど カ ネ に 関 す る 業 務 を 買 っ て

出 て く れ た 相 談 役 の 父 親 が い た だ け で 、 経 営 に つ い て も 技 術 に つ い

て も 教 え て く れ る 先 輩 は お ら ず 、 予 想 と は 違 う 職 場 環 境 に 最 初 は 戸

惑 う ば か り で あ っ た 。「 織 機 は ボ タ ン 一 つ 押 し た ら 動 く ん や ろ と お も

っ て た け ど 、 ど ん で も な い 話 や っ た 。 ち ゃ ん と 機 械 の 調 整 は せ な い

か ん し 、 消 耗 品 は 替 え な い か ん し 、 経 糸 は 繋 が ん と い か ん し 、 思 う

よ う に 動 い て く れ ん の よ 」 と 、 白 石 氏 は 当 時 の こ と を 振 り 返 る 。 夜

も 眠 れ ず 悩 む 毎 日 で 、 白 石 氏 の 社 会 人 と し て の ス タ ー ト は 波 乱 万 丈

だ っ た 。 し か し 、 持 ち 前 の 集 中 力 と 知 恵 や 工 夫 で 暗 中 模 索 し な が ら

も 少 し ず つ 難 局 を 乗 り 切 っ て い っ た 。  

タ オ ル 工 場 に は 8 台 の 自 動 織 機 が 備 え 付 け ら れ て い た の で 、１ 台

の 織 機 が 壊 れ て も 他 の 正 常 な も の と 見 比 べ な が ら 注 意 深 く 観 察 し て

修 理 し 、 そ の う ち に 自 分 で も 織 機 の 改 良 が で き る ほ ど に な っ た 。 織

機 の 専 門 家 で あ る 機 料 屋 に 頼 め ば す ぐ に 解 決 で き た 話 で あ る が 、 当

時 の 時 給 で 1 , 00 0 円 か ら 3 , 00 0 円 ほ ど の コ ス ト が か か っ た た め 、

な る べ く 人 に 頼 ら ず 自 力 で タ オ ル 製 織 に 係 わ る 技 術 を 機 械 と 毎 日 向

き 合 う な か で 頭 や 体 に 叩 き 込 ん だ 。 た だ 、 ど う し て も わ か ら な い と

き は 、 機 料 屋 に 電 話 し て 教 え て も ら っ た こ と も あ る 。  

小 規 模 な タ オ ル 工 場 の 経 営 者 と な っ た 白 石 氏 の 仕 事 は 、 タ オ ル づ

く り の 他 に も 配 達 、 営 業 、 集 金 な ど さ ま ざ ま な 細 か い 業 務 に お よ ん

だ 。 現 在 で は 想 像 も つ か な い が 、 白 石 氏 の 言 葉 を 借 り る と 「 も と も

と 社 交 性 が な い か ら 苦 手 だ っ た 」 に も か か わ ら ず 、 タ オ ル 業 界 と の

ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に も 勤 し み 、「 無 尽   に 出 て も 一 人 で じ っ と

座 っ て い る 感 じ や っ た け ど 」、引 き 継 い だ タ オ ル 工 場 の 発 展 に 必 要 な

こ と は な ん で も や っ た 。 手 探 り で 試 行 錯 誤 の 連 続 は 越 智 タ オ ル 工 場

LOOKS
ノート注釈
日本の古くからある相互扶助的な金融方式のひとつ。歴史的には頼母子講に由来。同業者組織内のコミュニケーションの場でもあったため、無人は重要な役割を果たしていた。
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の 廃 業 ま で つ づ く が 、 こ れ ら の 経 験 が の ち に 指 導 す る 立 場 に な っ て

十 分 に 生 か さ れ た 。  

 

   

結 婚 式 の 様 子              妻 ・ 園 子 氏 と 子 ど も た ち  

 

越 智 タ オ ル 工 場 を 必 死 に 守 っ て 6 年 の 月 日 が 流 れ た 19 84 年 、白

石 氏 が 3 0 歳 の と き に 親 同 士 の 関 係 か ら 縁 あ っ て 見 合 い を し 、1 9 8 5

年 正 月 に 園 子 氏 と 結 婚 し た 。 園 子 氏 の 父 親 が 村 上 産 業 （ 株 ）   の

今 治 支 店 長 で 、 白 石 氏 の 父 親 と 仕 事 上 の 取 引 が あ っ て 双 方 顔 見 知 り

で あ っ た こ と に 加 え 、 叔 母 の 安 子 氏 が 若 い 頃 に 同 社 今 治 支 店 に 勤 め

て お り 園 子 氏 の 母 親 と 同 じ 職 場 で 仕 事 仲 間 だ っ た こ と も あ っ て 、 ト

ン ト ン 拍 子 で 見 合 い の 話 が ま と ま っ た 。 白 石 氏 が 3 0 歳 、 園 子 氏 が

2 4 歳 の 6 つ 違 い で あ り 、 白 石 氏 は 運 命 の よ う な も の を そ の と き 感

じ て い た 。「 う ち の 父 親 と 母 親 も 6 つ 違 い で 、 う ち の 兄 貴 と 奥 さ ん

も 6 つ 違 い 。 こ れ も 何 か の 運 命 か な 。」  

運 命 的 な 出 会 い か ら 間 も な く 、1 9 8 5 年 に 長 女 、1 9 8 7 年 に 長 男 、

1 9 8 9 年 に 次 男 を 授 か っ た 。園 子 氏 は 社 交 的 で 料 理 上 手 で 働 き 者 で 、

タ オ ル 工 場 の 経 営 者 と 学 校 の 講 師 を 掛 け 持 ち し 孤 軍 奮 闘 す る 白 石 氏

を 懸 命 に 支 え た 。  

 

 

 

 

LOOKS
ノート注釈
1899年設立の愛媛県松山市に本社を置く染料などの化学製品を扱う専門商社。織物業が盛んだった今治には早くから支店を設け、1921年今治駐在員事務所が開設されたのが最初である。
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4．  第 二 の 人 生 の 節 目  

 

古 くからタオルづくりを担 う人 材 を育 成 してきた地 元 の訓 練

校に講師として着任  

 

白 石 氏 は 、 1 9 8 9 年 か ら 父 親 と 入 れ 替 わ る よ う に 、 整 経 に 係 わ る

講 師 と し て 愛 媛 県 立 今 治 高 等 職 業 訓 練 校 （ 現 在 の 愛 媛 県 立 愛 媛 中 央

産 業 技 術 専 門 校 ） で 教 え る よ う に な っ た 。 半 ば 父 親 の 推 薦 に よ る も

の で あ っ た が 、「 教 え る こ と 」 が 性 に 合 っ て い た 。  

ま ず は 戦 後 か ら 現 在 に 至 る ま で 、 今 治 タ オ ル 業 界 の 人 材 育 成 で 重

要 な 役 割 を 果 た し て き た 訓 練 校 の 歴 史 を 表 2 と と も に 振 り 返 っ て み

よ う 。  

 訓 練 校 は 1 9 5 0 年 4 月 に 今 治 公 共 職 業 補 導 所 と し て 設 立 さ れ た が 、

そ の 前 身 は 愛 媛 県 染 織 試 験 場 （ 現 ・ 愛 媛 県 産 業 技 術 研 究 所 繊 維 産 業

技 術 セ ン タ ー ）に よ っ て 1 9 4 6 年 4 月 に 創 設 さ れ た 繊 維 工 業 講 習 所

（ 1 年 課 程 ）で あ る 。 1 9 5 0 年 4 月 に 職 業 安 定 法 の も と で 公 共 職 業

補 導 所 に 管 轄 が 移 さ れ 、 今 治 公 共 職 業 補 導 所 に 改 称 さ れ た 。 1 950

年 4 月 の 入 所 生 に 、『 タ オ ル び と 』 で と り 上 げ た 尾 崎 今 男 氏 が い る

（『 タ オ ル び と 』 2 013 年 1 月 号 を 参 照 ）。補 導 所 は 、そ の 後 の 法 律

の 施 行 ・ 改 正 に と も な っ て 何 度 か 名 称 を 変 え 、 195 8 年 愛 媛 県 今 治

繊 維 職 業 訓 練 所 、 1 9 6 2 年 愛 媛 県 今 治 職 業 訓 練 所 、 19 69 年 愛 媛 県

立 今 治 専 修 職 業 訓 練 校 と な っ た 。そ し て 1 9 7 7 年 に 愛 媛 県 立 今 治 高

等 職 業 訓 練 校 と な り 、校 内 に 織 機 調 整 科 と 高 等 訓 練 課 程 が 設 置 さ れ 、

2 年 後 の 1 9 7 9 年 に は タ オ ル 業 界 の 要 請 を う け 整 経 科 が 新 た に 設 け

ら れ た（ 辻 悟 一［ 1 9 8 2］『 え ひ め の タ オ ル 八 十 五 年 史 』四 国 タ オ ル

工 業 組 合 、 1 9 2 頁 ）。 ち ょ う ど こ の 頃 に 白 石 氏 の 父 親 の 初 夫 氏 が 整

経 科 の 教 員 に 着 任 し た 。  

 白 石 氏 が 父 親 と 交 代 で 整 経 科 の 教 員 と な っ た の が 19 89 年 、そ の

後 1 9 9 3 年 に 愛 媛 県 立 今 治 高 等 技 術 専 門 校 に 改 称 さ れ 、 さ ら に

2 0 1 9 年 に 愛 媛 県 立 愛 媛 中 央 産 業 技 術 専 門 校 と な り 現 在 に 至 っ て い  
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る 。 法 制 度 改 正 な ど に よ る 組 織 名 称 の 変 更 と 同 時 に 、 学 科 や カ リ キ

ュ ラ ム も 改 編 さ れ て い る の が 表 か ら も 窺 え る が 、 基 本 的 に は 今 治 の

伝 統 的 地 域 産 業 で あ る 綿 織 物 業 の 発 展 を 支 え る 人 材 育 成 の 役 割 を 担

っ て お り 、 同 校 の 歴 史 か ら タ オ ル 業 界 の 盛 衰 の 歴 史 を も 見 て と る こ

と が で き る 。 と り わ け 、 バ ブ ル 経 済 の 崩 壊 や 経 済 の グ ロ ー バ ル 化 に  

よ っ て 1 9 9 0 年 以 降 の タ オ ル 業 界 は 少 し ず つ 斜 陽 化 し て い く が 、そ

の 影 響 は 専 門 校 の 運 営 に も お よ び 、 度 重 な る 学 科 や カ リ キ ュ ラ ム の

内 容 変 更 は そ の 表 れ で あ る 。  

 

      

2 0 1 9 年 度 パ ン フ レ ッ ト （ 左 ） と 愛 媛 県 立 中 央 産 業 技 術 専 門 校 の 正 面 玄 関 （ 右 ）  

 

表 3 で 示 す よ う に 、現 在 、専 門 校 は 、施 設 内 訓 練 と し て 若 年 者 向

け の 普 通 課 程 の「 今 治 タ オ ル も の づ く り 科 」（ 定 員 1 0 名・2 4 ヶ 月 ）、

「 服 飾 モ ー ド 科 」（ 定 員 1 0 名 ・ 2 4 ヶ 月 ）、「 ビ ジ ネ ス デ ザ イ ン 科 」

（ 定 員 1 5 名・ 1 2 ヶ 月 ）、「 設 備 エ ン ジ ニ ア 科 」（定 員 1 0 名・ 2 4 ヶ

月 ） の 4 科 が 設 置 さ れ て い る 。  

加 え て 、 短 期 課 程 で 企 業 在 職 者 を 対 象 と し た ス キ ル ア ッ プ コ ー ス

が あ り 、「実 践 型 人 材 養 成 タ オ ル 製 造 技 能（ 初 級 ）コ ー ス 」（ 定 員 1 0

名・1 2 ヶ 月 ）、「 有 期 実 習 型 訓 練 タ オ ル 製 造 技 能（ 短 期 ）コ ー ス 」（ 定

員 5 名 ・ 6 ヶ 月 ）を 設 置 し て お り 、 そ の 他 企 業 か ら の 要 望 に よ る 各

種 講 習 （ 随 時 ・ 12 時 間 以 上 ） を お こ な っ て い る 。 ま た 、 上 記 の 訓

練 科 と コ ー ス に 加 え 、 障 が い 者 や 離 職 者 な ど の 委 託 訓 練 も 実 施 し て
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い る 。  

 普 通 課 程 に お い て タ オ ル に 関 連 す る 科 は 、 今 治 タ オ ル も の づ く り

科 、服 飾 モ ー ド 科 、ビ ジ ネ ス デ ザ イ ン 科 の 3 科 で あ る 。専 門 校 の「 入

校 ガ イ ド 」 を 参 照 す る と 、 今 治 タ オ ル も の づ く り 科 で 目 指 せ る 職 種

は 、「 織 布 工 、保 全 工 、織 物 分 解 設 計 士 、整 経 士 、染 色 工 、色 彩 管 理  

 

 

 

者 、ミ シ ン 仕 上 げ 技 能 工 、テ キ ス タ イ ル デ ザ イ ン 、タ オ ル ソ ム リ エ 」

な ど で あ り 、 地 元 の タ オ ル 製 造 に 携 わ る タ オ ル メ ー カ ー や 染 色 加 工

業 の 企 業 に 就 職 し て い る （「 愛 媛 県 産 業 技 術 専 門 校 入 校 ガ イ ド 」

2 0 1 9 年 度 版 、 5 - 6 頁 ）。 服 飾 モ ー ド 科 で 目 指 せ る 職 種 は 、 C A D オ

ペ レ ー タ ー 、 パ タ ン ナ ー 、 商 品 企 画 員 、 ア パ レ ル 系 販 売 員 、 縫 製 デ

ザ イ ナ ー 、 裁 断 工 、 ミ シ ン オ ペ レ ー タ ー 、 生 産 オ ペ レ ー タ ー な ど で
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あ り 、 地 元 の タ オ ル 関 連 企 業 を 中 心 に 人 材 を 輩 出 し て い る 。 ビ ジ ネ

ス デ ザ イ ン 科 で 目 指 せ る 職 種 は 、「 グ ラ フ ィ ッ ク デ ザ イ ナ ー 、 D T P

オ ペ レ ー タ ー 、タ オ ル デ ザ イ ナ ー 、タ オ ル 企 画 営 業 員 、W E B デ ザ イ

ン 補 助 、 ネ ッ ト シ ョ ッ プ 運 営 サ ポ ー ト 」 で あ り 、 就 職 先 は お も に 地

元 の タ オ ル メ ー カ ー や 染 色 加 工 業 者 、 捺 染 加 工 業 者 と い っ た タ オ ル

関 連 企 業 で あ る が 、 そ の 他 に も 観 光 業 や 印 刷 業 な ど 他 業 種 に も 就 職

の 実 績 が あ る 。  

 

      

 

 表 4 は 、専 門 校 で タ オ ル 製 造 に 係 わ る 技 術 を 修 得 し た 修 了 者 数 お

よ び 就 職 者 数 の 延 数 で あ る 。 1 95 0 年 の 設 立 か ら 現 在 ま で 4 , 659

名 の 修 了 生 を 輩 出 し 、4 , 1 3 0 名 の 社 会 で 活 躍 す る 人 材 を 育 て て き た 。

専 門 校 の 約 7 0 年 の 歴 史 に お け る 成 果 で あ る 。（ 次 号 に つ づ く ）  




